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I P-27　　　調理操作「切る」における技術の習得度と調理行動との関連

　　　　　　　○村上　亜由美＊、和辻　敏子＊＊

　　　　　　　　（＊福井大、¨甲子園短大）

［目的］調理能力の基本である調理操作「切る」に関して、調理教育における実習効果の

評価、及び調理行動の好感度について検討してきた。本報告では、実技による技術の評価、

及び技術の習得度と調理行動との関連を明らかにすることを試みた。

［方法］対象は、平成11年度甲子園短期大学家政科１回生　74 名とした。調査は、調理

実習授業初回（4月）、前期授業最終回（7月）、後期授業最終回（12月）の計３回実施し、質

問紙による自己記入方法を用いた。調査項目は、切り方の知識度と技術の習得度、及び調

理行動の好感度と家庭での調理参加度などであった。実技は、調理実習授業初回と後期授

業最終回の計２回実施した。約10cm長のきゅうりを小口切りさせ、所用時間と完全円形

枚数、1/2 以上円形枚数を測定した。

［結果］切り方について、４月には「知らない」と回答した者の割合が高かったにも関わ

らず、７月、12月には「得意になった」と回答した者の割合が高かったのは、「くし形」「亀

甲」「色紙」「拍子木」「あられ」「折れ松葉」であった。これらはすべて、実習でとりあげ

た切り方であり、実習効果が高いと推察された。実技の結果からは、12月では４月より

必ずしも上達していなかった。このことから、１年間での実習授業では、F切るj技術の

上達までは効果がみられず、その他の調理行動が関連していると推察された。

I P-28　　　　歯磨き習慣が味覚同値に及ぼす影響
　　　　　　　○千葉貴子町南江美子**宮渾寛子“ヽ鈴木一憲“

　　　　　　　い桜の聖母短大バ*福島学院短大、*3蔵王町*4福島県立医大）

　目的：歯磨き剤を用いた歯磨き習慣が味覚に及ぼす影響を明らかにし、歯磨き習慣と味
覚閥値との関連要因を検討する。

　方法：福島市内在住のi8～2o 歳の女子学生のうち喫煙習慣の有る者および健康上問題

の有る者を除いた2 0 7名(98%が東北地方出身者）を対象として各種歯磨き剤使用後
の味覚閥値を調査した。また、同時に歯磨き習慣のアンケート調査を行った。味覚闇値検

査は、常法に従い塩化ナトリウム、乳酸、カフェイン、シヨ糖を用いて検討を行った。統
計解析は汎用統計処理ソフト　SPSSを用い、歯磨き剤使用群（Ａ：界面活性系、B：石鹸

系）および対照群について一元配置分散分析および多重比較を行った。歯磨き習慣と味覚

闇値との関連はPearsonの相関係数を求めた。また、昧覚同値が平均値より高閣値群と

低闇値群の２群間における各項目の差の検定には、Mann-Whitney検定を用いた。
　結果：対照群に比べＡ群においてのみ有意な甘味同値上昇が見られた。けれどもＢ群

においては有意な差は認められなかった。これらの結果はBartoshukらの味細胞膜に関
する界面活性剤(SDS)の結果と一致しており、歯磨き剤中のSDSの蛋白変性作用によ

って受容体構造が変化しアゴニストとの結合が阻害されたためと思われる。一方、歯磨き

習慣調査では対象者の100％が界面活性系歯磨き剤を使用しており、使用量と甘味闇値上

昇間に正の相関（r =0.613)が認められたことから、界面活性系歯磨き剤はその使用量

により慢性的甘味闇値上昇をも引き起こしている可能性が示唆された。
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